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鉱石専用船を対象とする大形アンローダにつし､て

A Large-Sized Unloader Exclusive for Ore Freighter Service

井 上
TadaoInoue

内 容 梗 概

鉱石輸送の増大に伴って時代の脚光を浴びて立場した鉱石~中二用船の特長とそれを対象とする大形アソ

ローブの概略を述べ,わが国最初の専川触アン′ローダとして八幡製鉄株式会社に納入した1,000t/hマ

ントロリ式アンローダの特長および構造について説明するリ

1.緒

鉱石の陸揚荷役~方法としてはグラブバケットによる方

法が現/【三股も有効なププ式として肝射的に採甘されている

が,鉱石輸送が一般捌勿舟利こよるかぎ射沿体構造から制

限を受けて荷役条什がきわめて悪くなり,実際の荷役能

力ほ条件の悪い場合には公称能力の25㌔程度になること

がある.｡かかる状態でほグラブバケットの大形化,運転

速度の高 化を採川してもいたずらに設備費がかさむだ

けで荷役能率の向上ほ期待できない｣したがって荷役能

率の向上を計るためにほ船体構造を荷役機械に適応せし

める必要が/巨し鉱才子･#用船のト11現をみるに至った｡しか

しながら専m船ほ経済上大形となりこれが荷役設備もこ

れまで設備されていた程度でほ到底処押しきれず,寺川

船を対象とした大容量アンローダを必安とするのもまた

当然の結果である.こ｣元来ヤ用船は闇汁荷役設備に合致す

るよう作られたものであるから,一般指物舟酎こ見られる

ような荷役上の悪条件がなく,グラブバケットの大形化

度の高速化とはただちに能率向上に役だち,一

般貨物船に比べて2倍以上の荷役能率が期待できる｡反

面アンローダの大形化は機イ本重量の増加による基礎荷重

雄*

の増大,大容量処j三勅こ伴う穐々の問題をもたらし,その

計画,選定にほ十分な検討を必要とするが,筆者は次に

専川船の特長と大形アンローダ,特に本｣こlミ最初の鉱ポ専

川船を対象とした1,000t/hアン/ローダの構造および特

長を述べ,鉱石陸揚設備計画の参考に供したいとノ且うし=,

2.鉱石専用船の必要性と特長

故近における鉄鋼需要の増大は大-i声二の原鉱を必安と

し,その輸 量を増加するとともに原料費繍を遠く軸外

に求める糾果,輸送掛i

に輸

が長くなり人-;言二の鉱石を経済的

する必要に迫られてきた｡元 鉄鋼 おに価原 †る

原料輸送費のl弓める割合は非常に人きく,柑こわが国の

ように所要鉱石の大半を輸入に体力:するところでほ輸

費の変動が製品別曲に大きく影響するため輸送費の低廉

かつ安定を計ることはきわめて重要な問題である｡

従 鉄鉱イ丁などのはら荷には運賃が安いため老打一般

賃物船が頗≠されてきたが,これら貨物船ほ二屑,三暦

日†板を術え,さらに船胎内にシャフトトンネルそのほか

の障害物かあり積込,陣跡こきわめて悪条件となり,荷

役時間が長びき綻狛口数が長くなるし〉一刀低速老朽船の

ため航海口数も長く稼航率が減少し
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賃がかえって割高

になる｡近年にこおける輪送品と輸送距離

の増加は船舶の高速,大形化を必要とす

ると‖時にますます荷役時間の餌縮を要

求するゆえ,この日的に合致した大形鉱

石潮1用伶建造の気運が盛り上ってくるに

至った｡

鉱打､射け船と同様な形式の船舶ほアメ

リカおよぴカナダの5大棚地力で内航川

としてハくから使用されてきたが,外航

用せ=舶として発達Lたのほ1950年こ

ろからでBethlehemSteelCo.がベネズ

エラおよびテリーよりの鉱石輸送に使用

したのが最初であるといわれている｡欧

米でほその後大形厚相船の建造が進めら

れついに60,000D.W.T.の巨船の拇現

をみるに至った｡一方わが国においても



鉱石瀬川船を対象とする大形ア ン ロ
ー ダについて

鉱石市川船採川の気運が濃化し,すでに15,000Ⅰ〕.W.T.

彼の咋専用舶が就航,さらに最近でほ35,000D.W.T.の

大形専川船が計画されている∴.

前に ベたように鉱石専用船相川暦荷役設備に船体構

造を適応せしが)たものであるため,その構造ほ一一般貨物

船とは異なり次のような特長を脈えている_.(1)-･仲‖l

板で荷役の障胃となる二層,三相tl似がたい(2)グラ

ブバケツ†による荷役を容易にするためハッチ｢1の大き

さと船賂蛙而との晰をほぼ川 一とL,さらにかき得せを

少なくするため側壁ほ垂軒か~下溜･;を内側に向って傾斜さ

せてある.｡(3)積込み應よび陣陽叫におけるクレーンの

移動を容易にするためl州元トニの肺ユ貴物ほできるだけ小さ

くしかつ船尾機関形を採用してある._(4)十分な容と~‡一呈二の

バラストタンクを有するため荷役中舶体の高うを満博す

ることができる〔｡(5)ハッチカバーが鉄製てI-1動開聞式

となっているため,取ほザしが簡†11で,-一般指物仰のよ

うに補強ビームの収はtずしにむだな吋聞及明すことがな

い.｡

3.鉱石専用船に対する埠頭荷役設備

埠頭荷役設備には積込設備と陸揚設備とがあり,積込

設備としてほアメリカおよJカナダでは鳳h~甘架桟橋方

式を採Jlj,貯鉱酢 シュートを利川して胎がほ橋に新､く

と行ハッチにいっせいに積克込弟ことができるようにな

っており,多数の大形棚引こ‖時に損込作業が行えろ大規

模のものがあり,大いに~剰1川舘の経済帖せ登別している｢､

これに引きかえわが㈹への鉱存軋Il港のニーi三要地城である

フィリッビン.インド,マレーなどでほ荷役設備にみる
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ベきもの少なく,まことにりょうりょうたるイJ▲様で,′今

後の中川舶による大量輸送を考えるとき-1ヰ急に改薄され

る必要がある.｡

一方陸揚設備とLてほ▼Ⅰ【†くからグラブバケット付の各

種アンローダが依川されてきたが,鉱れ専川船の川.弧･ま

人形アンローダを必要とするに至った｡ノすなわち鉱和

･､囲用伶を対象とするアンローダは船体構造上の特長を十

分清J~口した隅造となり,~大形グラブバケツIの採用と運

転速度の高 化とをもたらしアンローダを芳しく犬規

模,高能率なものとした._Jしかしアンドーダの大形化は

ばく人な設備費金を必要とし,しかもその選定が適切で

ないと全体計【[如こ重大な支障をきたすため,形式および

昨揚能プJの選定ほ立地条件,岸壁の構造,入荷:量のピー

ク,入港船舶の人きさおよび梅酢などを考ぼしで慎市区

決定されるべきである.一

従来大形アンローダの代表的な形式とLてマント一丁リ

式,水ゝrそ引込クレーン式などか採川されてきたが,一剖1:I

船を対象とする場合それぞれ-･長一一夏(まあり簡明こ優劣を

つけることほむつかいノ､｡すなわち人件F了ミニの碑保ば大形

グラブバケットで1時間80lリ_1程度の荷役回数を必要と

L,マントロリ式を採用するときほ大形マントロリを高

速で桁_卜を横行せLめるため機体手打j吊:が増加Lて建設費

がかさむのほ免れない_ノー方水､lえ引込クレーン式は軽_量

なブームの引込運動によるため,軽Flミ:となり建ii~廷費が節

約できる.∴ しかし大形,
∵り 阻･阻の肝拍転運に寺

口‖

司仙

を必要とし 特に見通しの良否が荷役能率に人きく影響

するため,
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転手がグラブパヶ､ソトとともに移動するマ

ン∵トロリ式のほうが水1r{引込クレーン式より能率上有利
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となるン現/F三アメリカなどにおける実例はすべてマント

ロリ式を採m,雛′よ三谷易による能率化に重点をおき,設

備費の増大を設計,製作の合ザ酎ヒによる軽量化と荷役能

の虹ヒによってカバーする傾伽こあり,わが国におい

ても最近計画された八幡 鉄株式会社戸畑岸壁でほ同様

な理由からマントロリ式が採用された｣

以上いすれの形式を採用するも従来に比べて著しく大

形となりM扱量もばく大となるため,付楷設備のフィー

ダ･ベル1､コ_ンべヤなどほアンローダのピークを処理す

るに十分た能ノ〕とし,付帯設備によってアンローダの能

力が制限さ.うしることのないよう留意すべきで,梢にわか

国のように㍊パ㌶柄切多い場合は鉱相性状の変化に対処

できる描㌫を必要とする｡またグラブバケツ1､ほ鉱石の

性状により著しくつかみ効率が変化するので,グラブバ

ケットの交換が簡?桝こできる構造として鉱石銘柄に[己二し

たグラブパケ･ソトを数瞳準備して最も能率的な荷了貨を子｣二

うよう計画すべきである｡

4.本邦最初の鉱石専用船用アンローダの実例

さて本邦こおける茂初の実例として乱打製作所甘八幡

製鉄株式会社こ納人した1,000t/bマントロリ式アンロ

ーダについてその持1ミおよび構造を謀朝する二 木機は八

幡製鉄灘よユ潮戸畑地区に目下 設中の鉄鋼一貫工場

における原料鉄鉱石駆虜状として計l画されたもので,

20,000＼50,000t級の鉱什､l〃甘船を対象として設訳さJし

能力｡十旬′肯二.甘いてⅠ里紬的な塊根を備え,将不昭3年8口

に1り一璧,｢的三11Hに2号磯の据引けを完｢,l三1ド好調

裡に稼動:-で所期のH的を巨分に発揮 その停留を誘っ

ていろ そし1輔臼は第1,2図にホすようにそjtそか別個

の末子Jニレー′･ンセこi没書f''壬されたアンドーダ本休とコンベヤ

方-よ･)1･■三:ユ玄され,本体ほ仰川=有をイJ`するマントロリ式

アンドー〆て■陣痛削却にホッノミ･フィーダおよび旋川する

ブーームコンペJ･rを備え,貯鮎場と連絡する3条の地_上コ

ンベヤの巨辛れこも鉱オ｢が送れるようにた/)ているし 次

にその=二王二;･(主要なものを記載するノ

ム1仕 様

〔A〕 てソト

形
｢

式

グラブバケット

巻 上 荷
_基

経 問

桁 全 長

揚 程

走行 レ ー ル

リ∴アンド一夕

グラブバケット旋回形マン11

ドリJこ7ンローダ(UT--MGJ

鉄鉱石 1,000t/h

谷 丑 7m3

30t

30m

約71m

26m

海側 2線 ほ側1線 74kg

AC 3,300V 60〔)

機械ヱ特集号

友

閃

旋

横

倍

吏

口立評諭 別冊第30号

持 90111ノmin

閉 110111′/111in

回･ 2.5rplTl

行160111/■111in

仰 約5min

行 20111ノ111in

レールクランフ

300kW

300kⅦ■

2〉(75kⅥr

75kW

4×48kW

4×4.8kW

ブームコンベヤ旋回

ブームコンベヤ 能力1,200tりl

ベルト怖1,350mm

フ ィ
ー ダ 能力1,200t′′11

(B) コンベヤカー

ベルトコンベヤ 能力l,200t/ll

ベルト幅1.350m皿

(400HP)

(400HP)

7.51(W

(100HP)

(100HP)

(65HP)

(6.5HP)

5kW

11kW(15HP)

15kW〔20HP)

40kW

フ ィ
ー ダ 鮭力1,200t/1115kW(20HP)

)L; 行 20111/min 30kW

律 間 21.2m

ノじ
行 レ ー ル i■毎側 7･4kg 搾側 50kg

4.2 特 長

木磯のように大容量のアンローダにおいてはその運搬

系統にささいな障黒か生王てもたちまち重大な困難に直

~面するため,簡判こ従来の考え■んをそのまま大形化する

のみでは到レ■〔遂行できるものではなく運搬系統各部ほあ

らゆる条件に対処できるよう綿密iこ検討されj~まばならな

い↓キ右こ取扱う鉱ボは3001Tlm大の大塊より粘着性の強

い耕鉱まであらゆる掩煩に及び,大塊と粘着性の強い粉

鉱の処州には『二に用いれない一子1j題もあり,いずれの場合

にも能ル･つ'ゝ低~卜せぬようコンベヤの乱川'j:,フィーダの構

造.ホ･ソバ･シュートの設計には牛､一拍りの~考慮を必要とす

る 次∴二本機の特㍍を闇黒湘･に説明寸て_.

(1)本体7ンローダとコンベヤカーを別個の走行レ

ールトこ.…~㌫■りたし,粧抑･′!三の強い粉鉱に対してほコンベ

ヤカーを~/机卜上り切り離して船よリii!1二接スパン内の†!よ

場ユ~主与こ陣場できるようにし,乾燥後貯鉱場に送る構造

と1J∴二､

(2)コンベヤカーのフィーダを高マンガン銑鋼禦の

がん吏なェナロンフィーダとして,大塊がグラブバケ

ットより 一時に落卜する衝撃に耐える構造とした｡.

(3)zero-preSSure type の緩qijロpラを使J-1Jして

コンベヤベルトの損傷を防止した

(4)速度の制御性能をよくするためレオナード制御

を採用し,さらに支持,聞聞横行および

ダイナモ(目上式回転増幅器)を使用して

にほJIT

応性をよ

くL′た｡

(5)電動機ほ加速･減速時間を板紙するためGD2

の′J､さい二屯魚苗形とLてAISE600#形のものを採用

L_た.
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第4】ヌ†7m3Jり､ソフ■形リラ~7 パケ､ソト

第5図 7m3 甲胃形グラブバケット

第6区l二工場内で組#.中のマントロリ

第7岡 巻上装置ターンテーブル(ポールレース部分

詳細)

ぐ6二)第3図作~.て`‡練榔こ示されるとおり.1サイクル

46秒,毎時7剖=†というTT三浦臣事をう誹i~iするよう計画され

｢こいる.

(㍗)舟銅鉦与での荷役を容易にするため,マントロリ

の巻上製ヒi戸'壬をターンテーブル上に設閏Lて旋回形とし

_ト_

(8)軽量化艮計るためマントロリおよび鉄骨昔分に

ほ特殊鋼･高張力鋼･撞合金を偵川すると同時こ 合

〃的な断面形状せBし1ilトupにより製作した
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(9)あらゆる牲状の鉱イJに対しても常につかみ;---i二を

確保すろため,グラブバケットとしては人塊皿に7m3

ポリッナ形(第4図), 一般塊鮎川に7Ⅰコ3甲田形(弟5

図),粉鉱用に5m3淳退形,さらに小形船舶用に2.5m3

甲田形が準備てれ,それぞれの場合に応してJlとも適し

たグラブバケットを依川するよう子子i

画されていろ_.

4.3 各部の構造詳細

(1)マントロリ

巻上装昭ほ等容一量2電動機式で行

電動機には Pi】ot Generator と

LoadBalancerとを備えて両電動

の負荷が絶えずバランスするように

してあるた鎖,外陣申グラブバケツ

†が開｢lまたほ聞直する幌向が全然

認められないこ また第7図に示すよ

うに巻上装閏は多数の鋼球で友封弓

れたターンテーブル上に組み立てら

甘立評論仁別冊第30り･

jL,放射状の特殊ビンホイルとスプロケットによって

旋回する構造となっており,鋼球とレースm分ほ完全

にシールして廃疾の侵入を防止してあるし.舞8図は旋

回袈閏をホす二 次にグラブバケットの交摸ほ補助ロー

プの仙川によって行うが,補仙ローブと開聞ローブと

ほ㍑殊ソケットで連結し特に補助ロープの配苫には考

慮を払いドラム良さが長くならないようにした｡交換

に一要する帖間ほ実 のアンローダについて黒施Lた結

失わずか30分弱で,将

であろと考えられる.-

教練すればさらに短縮される

横行装i2王ほ2子†の電動機を備え仝~車輪を駆動する膨

式で,片鍔付テーパ車輪を便川して斜行をJ彷ぐ構造と

した､構行に対する安全装昭とし･てほ桁両端の険阻近

くになると絶縁斗ロリにより日動的に減速する(廿､ヒ

斗揚子′l二)と同時に極限には制限開閉器を設けて安仝に停

止せしめるようにな/〕ている..さらにスプリングパフ

丁-とオイルパフ∵-を設けて万全を期Lてある.-ノ な

お仇∴仰桁か傭仰した状態で運転している場合も絶縁ト

ロリと制l猥開閉現により海側脚手前で安仝に停止せし

めるとともに機械｢11Jなストソパが仰川さかているrノ

次に旋l==部分への給電にはケーブ/し､を位相,Slip

Ring を佐川せずこれまでにその例をみないま/ったく

新しいカ式のケーブル巻改装群が採J~口されている._:

また軽㍍二化のため機械宅建屋は軽合金を偵ノ~;jした

か,潮風による腐食を考慮して耐食件のアルミニュウ

ム合金とした､.運転室は特殊構造の窓枠を採用して水_

､巨力に耐えるようにしたため,側面に水平~力を~一友持す

る側壁がなくなり仝面を態とすることができ見通しが

きわめて良好となった 制御皆嗣よ第9図に見られるよ

うなDeskSetを使川,機才謹をまとめてju転操作を

易にした-

(2) 71三行装拉`上

海側2緑16輪,陸側1緑8輸合計24輪の両㌫付車

輪をイJ∧し,騒動装昭ほ行脚トラックにそれぞれ叩.独の

ドラム βJ仰モ
田

フリクエヨン＼＼､ マク

刀‖ノブリング＼ /
l /

脹Illl瓜

F l l

｢-1---一二て野望~-｣起‡二~~~~二

｣｢､.郡_!■¶ノ
__ ____｣

第10図 レ

【-- 26

一夕

ネソトクラ･ソテ

ローブクルミドメ

ル タ ラ ン プ



ロ ー ダについて

第11【_ヌ1高マンガン銑鋼製エフ■ロンフィーダ

電動機を備え,機械的にほ全然連結せずコントローリ

ングセルシン機構により電気的に
Balance させるガ

式とした.､､したがって従来のよ を個晶一に
､h.ノ

する軸

1司りの給油･保′､省こ要する下問が省略され保守カミ著し

く符易となった.∵制御力式ほ両脚のセルシソモータに

ょり斜行j_占:を検潮して指ホ訂に表ホするとともに,電

圧の変化を用幅Lて走行′霞動機に補正電圧を加えて走

こし,絶えず巾脚が周一 度で走行し斜行

を防止する構造となっているし′ また風速計を備えて凪

の 度とノ対句を指ホし,15m/s以上に達すると警報ラ

ソナが∴しけJlサイレンを吹鵬Lで.琴捕を発するように

なっている-_.

(3) レールクランフ

レールグランプほ暴風時に備えて設備するもので,

いついかなる場合にも迅 ･碑央に動作することが要

求され,月割こぃ頼度か~高く,保守容遍な帖造でなけれ

ばならない⊥本機のように大形機ではクランブ容量も

大きくなり重錘･ネジ式でほ大塊膜となり動r】

も期待できない_ したがって本 では舞10図のよう

にトッグル式のつかみ機構を採川スプリングで締付力

を与える形式とした｡.この構造は動作時間が非常に毎

縮され抑ボタンを擾作Lてから7秒以l勺で完全に作川

する｡クランプのゆるめはアーム上部のシープに巻き

付けたローブを日_嵐独特け完空席聞形ドラムウインチ

により巻き収って行う_J

(4)ブームコンベヤ

陸側脚に設けたホッパ･フィーダより鉱イーfを受けて

貯鉱場に通ずる地_上コンベヤ3条に払い～lけもので,

第12図 ~1二場内仮組立Ll-】の僻仰桁

節13回 二t二場内仮組中 の主桁

脚フレームに人形スラストボールベヤリングで支拍さ

れているし地__tニコンべヤへの振分けほ牒帥巾こよって行

うれ 北端スカートは旋回何度に関係なく常に地上コ

ンベヤの方向と-▲致する構造とし,旋回時スカートが

地_lニコンべヤと接触しないようinter-lock してスカ

ートを折り4二圭んだ後ブ←ムコンベヤが起動するように

してある

(5)ホ､ソパ･フィーダ

ホッパは本体陸側脚とコンベヤカーとに設けられて

いるが,いずれもその用度を65度以上とLさらi･こバ

イブレータを取り付けて鉱イ√の流れをよくしてある｡

コンベヤカーのホッパi･こほ格子を設けて375mln以上

の大塊を選クル 柑こ設備した巻ヒ装~掛こより桁子上の

鉱イ√をすべて仮揚上捌こ落せる構造としたし､

陸側脚ホッパ~卜部のベルトフィーダは柑こ粉鉱処土肥

川として設計されたベルト幅1,600mmをイj■する超大

形フィーダで,抑ボタン躁作によりベルト速度を

能力400､1,200t/hの仏描眺榔こわたって調整できる柵

造をイJ▲するいローラは鉄製として鉱才丁落下時の衝撃ほ

ホッパ･フィーダ全休をスプリングで碁持することに
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よって 和する方式を採川Lた｡

コンベヤカーに設けたエプロンフィーダは塊鉱を対

象とL七もので,エプロンほ衝撃荷 強度か

高く加工硬化性の強い高マンガン鋳鋼で製作され第

11図に示すようにエフニロン〔!碩および鉱石落下によ

る衝撃荷 ほフレームに取り付けられたローラで支持

し･動力を伝達するリンクのピンに過大な応力が作用

しない構造としてきわめてがん吏に製作され,ベルト

フィーダ同様押ボタン操作により400～1,200t/hの範

囲にわたって輸送二量を調整することができる｡

(6)鉄構部分

鉄構部分は苓 隠 接構造に関する多年の研究を基礎

として･構造および使皿鋼材,熔接棒の選抑･こほ抽二

留意し･施行を厳重に管理するとともに主要部分ほ超

音波探傷器により欠陥の有無を怜宜しノ万全を期した｡

部材構成にあたってはボックス断面およびH断面と

L･一瓢iこは高張力鍾(WEL-TEN50)を佐用するな

ど機体重量の軽減を計った.っ梢にテンションバーの眼

程郁は光弾性実験により補強板の応力 中に及ぼす影

響を確認し,最も合理自勺な断面を決定した｡この外細

部構造については傭仰桁と主桁との連結部の構造に特

に考慮を払いマントロリが通過する際の衝撃を少なく

し,また債行レールは内側に傾斜せしめてマントロリ

の斜行を防止すると同時に,独特の取付方法を採潤し

て車輪側圧によって取付ポル1､にゆるみの生じない構

造とL,さらにレール淋‖を熔接Lて併行の衝撃を少

なくした･-ノーーーカ鉄附flニ分にとってゆるがせにできない

発錆に対してほ止れ■吉級♂〕埴装を施L,ボックス断面の

採用と和まって防~錯に宗仝を期した.二 第12,13図は

ニーL場l勺で仮敵､川-の腑仰桁および.ト桁をホす.=

(7)コンベヤカ【ノ仁子J:を封L■二た

｢日立評論｣綴込カバー

)

｣

特価l組 ¥50(送料共こ)

｢R立証論｣の綴込･ん川とLて実しい綴込入カ

バ】を発読いたしております.

御希望のプブにはづ三:≠一モでおわかち敦-Jております

から~~F言上に御小込-ん下雲い

束㍍都~一代刀lけ丸の｢刃1の4一新丸ビル7F即

日 立 評 論 社

指 笛 口 昨 月{ 京 71824

械特 日立評論別冊第30号

コンベヤカーほ海側脚のみ駆動する力式とし,陸側

掛輪はポールべヤリング入として 行抵抗を権力少な

くした｡コンベヤカーの走行ほ本体との 随運転を建

前とし･給電ほ本体脚iこ設けた絶縁トロリにより行う｡

コンベヤカーの 行速度は本体よりやや早くして本体

とコンベヤカーの関係位苗が一定距離以上離れると自

動的にコンベヤカーの走行電動機が起動･停止し■て円

f･浩二追随するようにしてある｡コンベヤカーの放置は

トロリ線の電源をたって行う｡このほか陸揚中後方貯

鉱場設備の都合により仮揚げに切り換える際,ケーブ

ルを使用してコンベヤカーのみを単独に走行せしめる

構造としてある.｡

以上本邦最初の1,000t/hマントロリ式アンローダの

主要部分について設計上および構造上の要点を説明し

たが,このほか電気設備などについては本誌掲載の

1,000t/1-アン/ローダの電気設備の項を参照されたい｡

5.結 言

以上舘且二お汁る鉄鉱瑚首す送_l二の問題およびこれが解

決策とLて鉱石≠lj船の採川を去るに至った経過を

ベ,鉱イ~縛用船を対象とLたアンローダとして八幡製鉄

株式余杵に納入した1,000t/1-マントロリ式アンローダ

の特長およCご構造を説明したこ､木機は目立技術の粋を

めて 作された世界的水準のもので今後大いにその停ブJ

を発揮して,わか国鉱相苛役に一転硯を画することと確

信するが,鉱石専用船ほタンカーの例よりみても今後ま

すます大形化する傾向にあり,これに伴ってアン1〕-一ク

もさらこノこ彿~i王のものか要求されるであろう⊂ 日立製作

所は本擬せ増減と~してさらに研究を_巾二ね江湖の期待に沿

うべ･こ努ノ｣を弧ナている｡
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